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１　問題の所在
～３つの「今」～
（1）戦後社会科の歩みからみた時間的な「今
」
1947 (昭和22）年５月に最初の厂学習指導要領
社会科編Ｉ（試案）
」が発行，９月に社会科授業
が開始されてから本年で61年の歩みが過ぎている
。
すなわち
，社会科は昨年に還暦を迎えたとうこ
とになる
。社会科成立60年が過ぎた今，あらため
てこの教科が誕生した意味や
，この間一貫して変
わらないアイデンティティについて考えてみる必
要があろう。
社会科成立の意味は
，戦後の日本国憲法下での
民主的
・平和的な社会を担っていく形成者を育て
る教科が誕生したということであり
，そのアイデ
ンティティは
，市民になるために必要な資質や能
力である匚市民知
」の育成を究極のねらいとする
匚市民性教育としての社会科
」であったというこ
とであろう
。その後，学習指導要領は何度も改訂
をされたが
，匚公民的資質の基礎」という表現で，
現在までこのような基本的性格は一貫して変わっ
ていない。
（2）世界の教育改革からみた空間的な「今
」
近年
，ヨーロッパやアメリカでも，またオース
トラリアや中国においても
，匚シティズンシップ」
がカリキュラム改革のキ
ワーードになっている。
イギリスでは
，「シティズンシップ・エデュケー
ション
」いう教科が誕生し，その担い手である教
員の養成が大きな課題となっている
。アメリカ合
衆国では
，プロジェクト・シティズンやサービス・
ラ
ニーングの取り組みが盛んであり，児童・生徒
がコミュニイの課題の解決に参加
・参画する学習
が重視されている。また，オーストラリアにおい
ては「民主主義発見学習」が，中国においても公
民教育が課題となり
，社会的課題について学ぶ学
習が多く取り入れられつつある
。
このような変化の背景には
，若者の投票率が大
きく低下し
，社会に対する関心がなくなりつつあ
るという
，青少年の社会離れや社会形成力の弱体
化という課題があると考えられる
。日本において
も
，状況は全く同様，あるいはより深刻である。
それゆえ
，「市民知」の育成は，時間的な「今」
と同様に，これからの社会科の大きな課題という
ことになろう。
（3）教育課程の改訂からみた社会的な「今
」
平成20年３月８日に告示された新学習指導要領
では
，どのような方針で，どのような改訂がなさ
れたのであろうか。
小
・中学校の社会科に関しては，社会的な見方
や考え方の重視
，基礎的・基本的な知識・技能を
活用して課題を解決していくために必要な思考力・
判断力・表現力の育成，各種の資料からの情報の
読み取り
，社会的事象の意味･意義の解釈，事象
の特色や事象間の関連の説明
，自分の考えの論述
の重視
，社会の変化に伴う法や経済に関する基礎
となる内容の重視
，伝統と文化に関する内容の充
実などが指摘されている
。しかし，より重要なこ
とは
，このような改訂の背後にある，子どもたち
が10年後
，20年後に立ち向かう実社会・実生活に
つながる力
，すなわち，よりよい社会の形成に参
画する資質や能力の育成という考え方であろう
。
このような改訂の背景には
，改正された教育基
本法や学校教育法への対応があると考えられる
。
改正教育基本法第１条では，教育の目的が，厂人
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表１　新学習指導要領(平成20年版)社会科の内容構成
【小学校】
学年 内　　　　　　　 容
３・４ ①身近な地域や市（区、町 、村）の様子 、②地域の人々の生産や 販売 、③地域の
人々の生活にとって必要な飲料水，電気 ，ガスの確保や廃乗物の処理 、④地域社
会における災害及び事故の防止、⑤人々 の生活の変化や地域の発展に尽くした先
人の働き、⑥県 （都、道、府）の様子
５ ①我が国の国土の自然などの様子、②我 が国の農業や 水産業、③我 が国の工業生
産、④我が国の情報産業や 情報化した社会の様子
６ ①我が国の歴史上の主な事象、②我が国の政治の働き、③世界の中の日本の役割
【中 学校 】
↓
学年 地理的分野
１～２ ① 世界の様々な地域
ア世界の地域構成
イ世界各地の人々の生活 と環境
ウ世界の諧地域
工世界の様々な地域の調査
②　日本の様々な地域
ア日本の地域構成
イ世界と比べた 日本の地域的特色
ウ日本の諸地域
工身近な地域の調査
↓
↓
学年 歴史的分野
１～３ ①歴史のとらえ方
②古代までの日本
③中世の日本
④近世の日本
⑤近代のF1本と世界
⑧現代の日本と世界
↓
学年 公民的分野
３ ① 私だちと現代社会
ア私たちが生きる現代社会と文化
イ現代社会をとらえる見方や 考え方
②　 私たちと経済
ア市場の働きと経済
イ国民の生活と政府の役割
③　 私だちと政治
ア人間の尊重と日本国憲法の基本的原則
イ民主政治と政治参加
④　 私たちと国際社会の諸課題
ア世界平和と人類の福祉の増大
イよりよい社会を目指して
格の完成を目指し，平和で民主的な国家及び社会
の形成者として必要な資質を備えた（中略）国民
の育成を期して行われなければならない」となっ
ている。 また，改正学校教育法の第30 条第２項で
は，厂生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，
基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，こ
れらを活用して課題を解決するために必要 な思考
力，判断力，表現力 その他の能力をはぐくみ，主
体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意
を用いなければならない」となっている。学校教
育は生涯学習の基盤づ くりの場であり，そのため
に必要な力 として，「思考力・判断力 ・表現力」
が位置づけられている。
その意味で は， 社会的 な 厂今」 にお いて も，
厂市民知」を育成する社会科学習の開発が求 めら
れている。
(4) 3 つの「今」からみえる今日的課題
以上触れてきた３つ の 匚今」からみえてくる社
会科教育の今日的課題としては，匚シティズンシッ
プ教育」としての社会科の再構築をあげることが
できようＯ具体的には，これまでの社会科カリキュ
ラムを，公民的資質の育成を目指したものにどう
改善していくのかという課題である。
このような問題意識から，以下では，次の３点
ついて考察と提案を行っていきたい。
①　 公民的資質を育成する「シティズンシップ
教育」としての社会科カリキュラムは， これ
までどのような原理で編成されていたのか。
②　そこにはどのような問題点が内在している
のか。課題を克服するためには， どのような
原理に転換することが必要なのか。
③　そのような原理に基づけば，どのようなカ
リキュラム編成を提案することができるのか。
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２　新学習指導要領の小・中学校社会科カリキュ
ラム編成の特色と原理
（1）新しい社会科カリキ
ュラムの特色
平成20年３月28日に告示された小
・中学校社会
科カリキュラムの内容編成の概要を示したものが，
表１である。
この表からもわかるように
，基本的には現行の
内容構成と基本的には同様であるが
，カリキュラ
ム編成の特色としては，次の５点を指摘すること
ができよう。
第１は
，小学校社会科が典型的であるが，同心
円的拡大と意味理解を基本とするカリキュラムと
な
っていることである。
小学校３・４年では，自分たちの住む身近な地
域
，市（区・町・村），県（都・道・府）という
地域社会での生活
，５年では日本での国民生活，
６年で世界や国際社会というように扱う生活の範
囲が空間的に広がるとともに
，時間的にも過去に
伸びていくＯそして
，その中での生産，販売，安
全
，健康厂政治といった人間（個人・集団・組織
体）の問題解決的活動の働きが学ばれることにな
る。
第２の特色は
，空間軸・時間軸・社会軸による
カリキュラム編成となっていることである
。小学
校３・４年，５・６年，中学校において３度，人々
の生活が営まれる空間（地理）
，その時間的歩み
（歴史）
，そのなかでの社会的活動（政治・経済等）
を学ぶようになっている。
第３の特色は
，中学校の地理的分野が典型的で
あるが
，地誌的構成による地理的内容のカリキュ
ラム編成となっていることである
。世界と日本の
諸地域の静態的・動態的な地誌学習が行われるよ
うになっている。
第４の特色は
，中学校の歴史的分野が典型的で
あるが
，年代史的構成による歴史的内容のカリキュ
ラム編成となっている
。いわゆる通史学習である。
そして第５は
，中学校の公民的分野が典型的で
あるが
，制度的構成による公民的内容のカリキュ
ラム編成となっていることである
。基本的には，
日本や世界の政治・経済・法などの制度を学ぶよ
うになっている。
-
（2）カリキュラム編成の原理
①　基本
原理としての厂理解」
このようなカリキュラム編成の背後にある基本的な考え方は，厂理解」であると考えることがで
きよう。
匚理解」とは，問題場面で人間（個人・集団・
組織体）が行った（行っている）問題解決的行為
の過程とその結果を匚体験
・追体験」させること
を通して
，人間の働き（行為の目的とその意味・
意義）を共感的に理解させることを重視する考え
方である。具体的には
，次の５段階の理解内容の
習得が目指される。
ア　人間が
，どのような問題状況で，どのよう
な行為を行い
，その結果はどうだったのかの
匚事実の正確な理解」
イ　それは目的（願い
・意図・動機）を実現す
るための手段（工夫
・努力・苦心・苦労・協
力）として行われた行為であったというよう
に
，目的と手段の関係から行為の背景を説明
する「‾目的論的理解」
ウ　行為の結果として
，人々の生活は維持・向
上・発展したというように
，行為を社会的に
価値づける匚社会的意味の理解」
エ　それはその後の社会や現代の人々の生活の
維持
・向上・発展にも役立っているというよ
うに，行為を歴史的に価値づける「‾歴史的意
義の理解」
オ　こうした人間の行為によって
，各地域・各
時代
・各社会領域は他とは異なる優れた曇哇
を生み出しているという匚特色の理解」
このような理解に至るためには
，次のような学
習活動が必要となる
。すなわち，「‾事実の正確な
理解
」のために観察・資料活用の活動が，匚目的
論的理解」のために体験・追体験の活動が，「‾社
会的意味の理解
」厂歴史的意義の理解」のために
行為の結果として生じた生活の変化を価値づけた
り評価したりする価値判断の活動が
，そして匚特
色の理解」のために比較を行う活動が
，理解の方
法として取り入れられることになる
。
このように
，人間は願いを実現すために工夫・
努力していること
，その結果として生活は維持・
向上・発展してきたこと，また，そのおかげで現
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在の我々の生活が成り立っていること
，といった
理解内容を習得するとき
，人間としてどのように
生きるべきかという方向がみえてくるし
，我々も
願いを実現するために工夫・努力しようという意
識
・自覚・態度が育成されることになる。
②　部分原理としての厂説明」匚問題解決」
なお
，カリキュラム編成の部分原理としては，
匚説明
」匚問題解決」も取り入れられている。
匚説明」とは，社会を認識させるためには社会
的事象を科学的に説明させる（匚なぜ）という問
いに対する解答を科学的に探求させる）ことによっ
て
，社会的事象の背後ある科学的知識（概念・
法則
・理論）を習得させることが必要であるとい
う考え方であるＯカリキュラム編成においては
，
地理的事象としての分布
・立地・景観や地域性の
特色とその背後にある地理的条件との関連や
，歴
史的事象の因果関係
，社会な制度や仕組みの変
化の背景を探求する場面では
，匚説明」が部分原
理として導入されていると考えることができよう
。
また
，匚問題解決」とは，問題場面において目
的（願い）を実現するための最も合理的な手段・
方法（解決策）を考える活動である
。これは，持
続可能な社会の実現に関する環境問題や福祉問題
等の判断を求める場面で部分原理として取り入れ
られている。
新学習指導要領社会科では
，匚資料から必要な
情報を集めて読み取る
」匚社会的事象の意味・意
義を解釈する
」匚事象の特色や事象間の関連を説
明する
」匚自分の考えを論述する」という，厂思考
力
・判断力・表現力」を育成するための４つの主
要な学習活動が重視されているＯこのことは
，意
味
・意義を解釈する匚理解」を基本原理しなが
らも
，事象の特色や事象間の関連を説明する匚説
明
」や，自分の考えを論述する匚問題解決」を部
分原理として採用していることが主要な理由であ
ろう。
３　小
・中学校社会科カリキュラム編成の課題
（1）カリキュラム編成の背後にある「ナショナリ
ズム」の克服
匚理解
」を基本原理とする小・中学校社会科カ
リキュラム編成の背後にある考え方は，匚ナショ
ナリズム
」であろう。すなわち，過去，現在の人々
の問題解決的行為によって生み出された我が国独
自の地理的環境
，歴史的文化，政治や経済の制度
の特色やよさを理解することによって
，我が国の
文化や歴史への愛情をもたせることを教育として
重視しようとする考え方である
。また，そのこと
によって
，国家・社会への帰属意識をもたせ，そ
れを支えようとする市民性
，すなわち，匚ナショ
ナル・シティズンジップ」を育成することを重視
するという考え方である。
このことは
，結果として，社会や文化の発展に
貢献した歴史上の人物の理解や我が国の伝統や文
化の尊重への過度の傾斜や，資質を育成するため
の手段としての認識形成に陥る危険性を内在する
ことになろう
。換言すれば，社会生活の理解を通
して社会の中での生き方を追求させる学習ではな
く
，生き方を育成するために適切な社会生活の理
解を得させるという方向での学習になる可能性が
内在しているということである
。
例えば
，現行の学習指導要領に準拠した小学校
社会科歴史学習の単元「‾陸奥宗光と条約改正」で
は
，表２の単元展開にみられるように，陸奥宗光
による条約改正が近代国家建設に果した意義や
，
野口英雄による科学の発達への貢献が
，問題・解
決・結果という大きな物語として描かれるように
構成されている。
（2）もう一つの背景としての「グローバリズム」
の克服
このようなカリキュラム編成の問題点を補完す
るためにカリキュラム編成においてよく用いられ
るのが
，匚グローバリズム」である。例えば，匚グ
ロ
バール・シティズンシップ」の育成を図るため
に
，国際社会や世界の中に我が国を位置づけて理
解することができるようにカリキュラム編成を行
う
ことなどがその例である。
学習指導要領においても
，地理的分野ではグロー
バルな問題を取り上げたり
，世界と比べて日本を
取り上げたりする方法が用いられる
。歴史的分野
では世界の歴史を背景に日本の歴史を理解するこ
とが求められる
。公民的分野では，国際社会の諸
課題が内容として取り上げられる。
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表２　単元「陸奥宗光と条約改正」の展開
①ノルマントン号事件の様子について調べて
，不平等条約の内容
と国民の願いに関心をもつ。＜１時間＞
↓
②年表から
，陸奥宗光によって不平等条約の一部が改正されたこ
とをとらえて，条約改正の歩みについて学習問題をつくる。く
１時間＞
・陸奥宗光らによる条約の改正は，どのようにして実現したの
だろう。
↓
③大日本帝国憲法の発布について調べて
，憲法の発布が陸奥宗光
の条約改正に果たした意義を話し合う。＜２時間＞
↓
④19n年の完全な条約改正までのできごとを調べて
，日清･日露
の戦争が条約改正に果した意義を話し合うo＜2時間＞
↓
⑤野口英世の研究について調べて
，科学の発達に対する国際社会
での貢献について話し合うo＜1時間＞
↓
⑥これまでの学習を振り返り
，国際的な地位が向上した時代の様
子をイラストや構造図などに整理する。＜１時間＞
（北俊夫編「改訂/」ヽ学校学習指導要領の展開　社会科編』明治図書，
1999, p.147)
しかし
，匚グローバリズム」は，グローバルと
いう立場からのもう
一つの大きな厂ナショナリズ
ム
」に陥る危険性が潜んでいるのではなかろうか。
すなわち
，国際社会の事象が取り上げられても，
自国それ自身が対象化されるのではなく
，自国が
帰属するグロ
バール社会という視点での日本理解
や
，先進工業国の立場からの世界理解にとどまる
ことになっている
。その結果として，カリキュラ
ム編成においては
，先進工業国にとっての社会の
変化への過剰な対応や
，国際という名の一面的認
識
，あるいは持続可能性という視点での地球環境
問題の深刻さの指摘などが扱われることになる。
４　小・中学校社会科カリキュラムの改革案
（1）社会科のアイデンティティの再確認
これからの小・中学校社会科カリキュラムは，
このような課題を克服しながら
，どのように改革
していけばよいのであろうか
。ここでは，現行の
カリキュラムとは一度離れ，60年前の社会科成立
の原点に戻って
，本来の社会科カリキュラムを編
成するとすれば
，どのような考え方で構築してい
くことが必要なのかを考えていきたい
。
最初に考えておくことが必要なことは
，戦後一
貫して変わらない社会科のアイデンティティの再
確認であろう。
社会科のアイデンティティとしては
，次の５点
を確認しておきたい
。第１は，匚市民性教育とし
ての社会科」である。社会科は，戦後一貫して，
匚社会認識を通して市民的資質を育成」する教科
として位置づけられている
。第２は，匚目標の全
体性を保証する社会科」である
。社会科では，知
識・理解，技能・能力，態度の各目標の統一的育
成が求められている
。第３は，厂課題の現代性を
保証する社会科」である。市民的資質を育成する
社会科では
，現代社会の理解や，現代社会の課題
解決を目指す学習が行われる
。第４は，匚内容の
総合性を保証する社会科」である。社会的事象や
問題を総合的に学ぶところに
，社会科学習の特色
がある
。そして第５は，厂学習の主体性を保証す
る社会科」である。社会科の学習は，児童・生徒
が自主的・自発的な活動を通して主体的に学ぶものであることが必要であるＯ
（2）ユニバーサル・シティズンシップの育成
これからの社会科カリキュラムを構築していく
ためのもう
一つの視点,は，これまでのカリキュラ
ムに内在する課題をどう克服していくかである
。
具体的に，ここでは「‾シティズンシップ教育」と
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しての社会科カリキュラムを構築するための視点
として
，匚ナショナル」「インターナショナル」
「グロ
バール」から，「ユニバーサル」への転換を
提案しておきたい。四者のそれぞれの関係を示せば，図１のようになろう。
欝
的
グローバル
ナショナル
普遍的
ユニバーサル
インターナショナル
???
個性的
図１　「ナショナル」「インターナショナル」「グロー
バル」「ユニバーサル」の関係図
「ナショナル
」は，より絶対的で個詮的なもの
を認識しようとするところに特徴かおる
。匚イン
タ
ナーショナル」は，匚ナショナル」と匚ナショ
ナル
」との関係を重視しようとするものであり，
その意味では相対的な見方・考え方を重視するが，
認識の範囲は国家という個性的なものにとどまる
ことになろう
。一方，匚グローバル」は，「ナショ
ナル
」よりも普遍的な視野をもっが，絶対的であ
りもう一つの大きな「‾ナショナル」にとどまって
いる。
それに対して
，匚ユニバーサル」は，どんな国
であろうとも
，どんな時代であろうとも共通して
存在するものの認識を求めている点では
，相対的
であるとともにより普遍的なものであろう。
（3）ユニバーサル・シティズンシップ育成の原理
としての「意思決定
」「社会形成」
「シティズンシップ教育」としての社会科で育成する市民的資質を匚ユニバーサル・シティズン
シップ
」ととらえると，普遍的な匚市民知」であ
るところの
，匚民主主義」匚平和」厂リテラシー」
厂社会参加
・参画」などが内容編成のキーワード
となるのではなかろうか
。また，社会参加・参画
という点では
，匚意思決定」や匚社会形成」がカ
リキュラム編成の原理として重要となろう。匚意思決定」とは，問題場面での自己の行為を
科学的な事実認識と反省的に吟味された価値判断
に基づいて選択
・決定する活動である。具体的に
は
，匚何をなすべきか」「‾何がなされねばならない
か
」厂どの解決策がより望ましいのか」と問い，
目的
・目標を達成するために考えられる手段・方
法の中から最も合理的なものを選択・決定する活
動であり
，問題を解決するために考えられる実行
可能ないくつかの解決策（行動案）の中から
，よ
り望ましいものを選択
・決定する活動ある。
学習主体である子どもは
，意思決定問題に出会
うと
，次のような過程で意思決定の活動を行うと
考えることができる。
ア　問題把握…厂どうしたらよいか
，どの解決
策がより望ましいか」
イ　達成すべき目的・目標の明確化…厂達成す
べき目的・目標は何か」
ウ　すべての実行可能な解決策（行動案）の提出…「‾こうすればよいのでは，こんな方法も
ある」
エ　解決策（行動案）の論理的結果の予測
…
匚もしそのような行動を実行したとしたらどのような結果が生じるか」
オ　解決策の選択と根拠づけ
…「‾どの解決策が
より望ましいか」匚なぜそのように判断した
のか」
カ　決定に基づく行動
…匚やってみよう」
また
，匚社会形成」とは，よりよい社会を形成
していくために合意形成を図ったり
，政策立案や
制度設計
，システムの改善を行ったりする活動で
ある
。したがって，既存の社会に対する批判と，
よりよい社会の実現に向けての議論が重要となる
。
具体的には
，次のような過程が想定されよう。
ア　既存の制度やしくみ
，システムへの疑問
イ　社会問題の発生根拠の分析
，価値観の解明
ウ　代案の吟味，判断
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このような過程で行われる 厂社会形成」は，目
的・目標を達成するための手段・方法を考えると
いう点では「“意思決定」と共通する側面も多い。
しかし，社会問題の解決のために既存の制度やし
くみ， システ ムの代案を考えていくところが，
厂意思決定」 との大きな違いであろう。
（3） 小・中学校社会科カリキュラムの構想
以上のような考え方に基づいて，社会科のアイ
デンティティを重視しながら，同時に 匚ユニバー
サル・シティズンシップ」の育成を目指した小・
中学校の社会科カリキュラムを構想すると，表３
のようなものを提案することができよう。
表 ３
こ の構想 案 は， 現 時点 で は単な る机上 のプ ラ ン
に過 ぎないが，小中一貫 の ９年間 の 厂５層 ６領域」
のカ リキュ ラ ム編成 を採用 して いる。 すな わち，
シ ークエ ンスとして， 環境 拡大方 式を取 り入 れ，
各学 年 の テーマが， １・２学年 が 「‾家 族・学 校 ・
近 隣生活 」， ３・ ４学 年 が 厂地 域社会生 活」， ５・
６学年 が 「‾国民 生活」， ７・ ８学 年が 匚国際社会」，
そし て義務教 育 の最終学年 で ある ９学 年 が 匚現代
社会 の課題」 となって いる。
一方 ， スコ ープ は主 スコープ と副 スコ ープ に分
けてい る。主 スコープ は，「経済」匚民 主政治 と法」
匚社 会 と文化 」 匚環境」 匚国 際関 係 と平和 」 とい う
現代 社会 の特質 や課題 を とらえ る ５つ のテ ーマ と
小・中学校社会科カリキュラム構想案
＼
経 済 民 主政 治と
法
社会 と文 化 環 境 国際 関係
と平和
学校 の特 定
課題
空
間
時
間
社
ふ二
空
間
時
間
社
ふこ屎
空
間
時
間
社
八二
空
間
時
間
社
会
空
間
時
間
社
∠S、二
空
間
時
間
社
会
１ ・２
学年
家族
学校
近隣生
活
○世界の身近な仕
事
○昔と今の仕事
○ｲ勣く人々
○家族のルー
ノレ
○学級のル
－ﾉﾚ
○ 交 通 ル ー
ル
○世界の家族
○家族の今と
昔
○家族の働き
Ｏ世界の学
校
○昔と今の
学校
○学校で働
く人
○身 の回り
の外国製品
○外 国人の
友達
○
３ ・ ４
学年
地域
社会
生活
○ 世 界の特 色
ある産業
○ 地域 の特 色
あ る 産業の歩
み
○地域 の産柴
と世 界とのつ
ながり
○世界の政治
家
○口本の政治
の昔と今
○地域の政治
○世界の祭り
○日本の祭り
○人々の願い
○ 世界 の人々
の水と生活
○水を求めて
○ 健康 で安全
な生活
○ スーパー
の中の世界
○多 文化理
解
○ 外国から
のニー7一 ス
○
５・ ６
学年
国民
生活
○国 民生活を
支える産業
○経 済の上 で
の世 界との つ
ながり
○世界の裁判
制度と法
○日本の法の
歴史
○民主主義と
は
○ＮＰＯ
○ユネスコと
‘7 ニセフ
○世界の特色
ある環境
○日本の環境
の変容
○持続可能な
開発のために
○ 世界と の
結びつき
○ 情報の 国
際化
○
７・ ８
学年
国際
社会
○経 済格 差は
なぜ 生まれ る
のか
○経 済格差 を
縮 めるには ど
うす れば よい
か
○世界の人
権問題はな
ぜ起こるの
か
○投票率を
上げるには
どうすれば
よいか
○なぜ今生命
倫理や情報倫
理が課題とな
っているのか
○多文化社会
をどう生きて
いけばよいか
○世界の環境
問題はなぜ生
まれたのか
○環境問題を
どう解決する
か
○峨争はな
ぜ起こるの
か
○国際平 和
を実現す る
にはど うす
ればよいか
○
９
学年
現代
社会
の
課題
○ 自分た ちの
企業 を 立ち上
げてみよう
○自分たちの
憲法案を提言
しよう
○情鎔化社会
をどう生きて
いくか考えよ
つ
○地球温暖化
対策を提言し
よう
○国際 平和
貢献プ ロジ
ェクトを 計
画しよう
○卒業研究
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厂学校の特定課題」の６領域からなり，各テーマ
を副スコープである厂空間」匚時間」匚社会」とい
う３つの軸を視点に内容構成を考えていくことに
なる
。最終的には，第９学年の６つの単元案
「匚自分たちの企業を立ち上げてみよう」匚自分た
ちの憲法案を提言しよう
」匚情報化社会をどう生
きていくか考えよう
」匚地球温暖化対策を提言し
よう
」「‾国際平和貢献プロジェクトを計画しよう」
厂卒業研究コにおいて，シティズンシップ教育と
しての社会科のまとめが行われるような計画となっ
ている。
５　おわりに～これからの社会科カリキュラムで育てたい子ども像～
おわりに
，このようなカリキュラムで育てたい
子ども像として
，平成19年８月６日の平和記念式
典における
，小学校６年生の厂平和への誓い」
（資料）を紹介しておきたい。
この匚平和への誓い」に表現されている子ども
たちの姿は
，戦争やヒロシマを知っている・わかっ
ているだけでなく
，その背景を熟考し，それに対
する自分なりの意見や考えを持ち
，それを表現し
ながらよりよい社会形成への参加
・参画を考えよ
うとしてものではなかろうか
。シティズンシップ
教育としての社会科では
，このような子どもを育
てていくカリキュラム編成が求められているので
はなかろうか。
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私たちは
，62年前の８月６日，ヒロシマで起きたことを
忘れません
。あの日，街は真っ赤な火の海となり，何もか
もが焼かれてなくなりました
。川は死者で埋まり，生き残っ
た大たちは涙も出ないほど
，心と体を傷つけられました。
目も鼻も口もわからないほどの大やけど
。手足に突き刺さっ
た無数のガラス
。あの日，ヒロシマは，怒りや悲しみのと
ても恐ろしい街でした
。これが原子爆弾です。これが戦争
です
。これが本当にあったことなのです。しかし，原子爆
弾によっても失われなかったものがあります。それは生き
る希望です
。祖父母たちは，廃墟の中，心と体がぼろぼろ
になっても，どんなに苦しくつらい時でも，生きる希望を
持ち続けました
。多くの犠牲の上によみがえった広島をもっ
と輝かせたいという思いで
，原子爆弾によって焼け野原に
なった街をつくり直してきました
。そして，今，広島は，
自然も豊かでたくさんの人々が行き交う
，笑顔あふれると
ても平和な街となりました
。今，テレビや新聞は，絶える
ことない戦争が
，世界中で多くの命を奪い，今日一日生き
ていけるか
，一日一食食べられるか，そんな状況の子ども
たちをつくり出していることを伝えています
。そして，私
たちの身近なところでは
，いじめや争が多くの人の心や
体を壊しています
。嫌なことをされたら相手に仕返しをし
たい
，そんな気持ちは誰にでもあります。でも，自分の受
けた苦しみや悲しみを他人にまたぶっけても，何も生まれ
ません
。同じことがいつまでも続くだけです。平和な世界
をつくるためには
，「憎しみ」や厂悲しみ」の連鎖を，自分
のところで断ち切る強さと優しさが必要です
。そして，文
化や歴史の違いを超えて
，お互いを認め合い，相手の気持
ちや考えを「知ること」が大切です。途切れそうな命を必死
でつないできた祖父母たちがいたから
，今の私たちがいま
す
。原子爆弾や戦争の恐ろし事実や悲しい体験を，一人
でも多くの大たちに「伝えること」は，私たちの使命です。
私たちは
，あの日苦しんでいた大たちを助けることはでき
ませんが
，未来の大たちを助けることはできるのです。私
たちは
，ヒロシマを匚遠い昔の話」にはしません。私たち
は
，「戦争をやめよう，核兵器を捨てよう」と訴え続けてい
きます
。そして，世界中の人々の心を「平和の灯火」でつ
なぐことを誓います。平成19年（2007年）８月６日
こども代表
広島市立五日市観音西小学校６年　森　展哉広島市立東浄小学校６年　　　　山崎　菜緒
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